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近年、災害が激甚化・頻発化し、特に、梅雨や台風時期の風水害（降雨、強雨、高潮、波浪による災害）

が毎年のように発生しており、全国各地の陸海域で、土木施設、交通施設や住民の生活基盤に甚大な被

害をもたらしている。こうした状況の下、国民の命と暮らし、経済活動を守るためには、これまで以上

に、新たな取組を加えた幅広い対策を行うことが急務となっている。

(１) 災害が激甚化・頻発化する中で、風水害による被害を、新たな取組を加えた幅広い対策により防
止又は軽減するために、技術者としての立場で多面的な観点から３つ課題を抽出し、それぞれの

観点を明記したうえで、課題の内容を示せ。

(２) 前門(１)で抽出した課題のうち最も重要と考える課題を1つ挙げ、その課題に対する複数の解決策
を示せ。

(３) 前門(2)で示したすべての解決策を実行しても新たに生じうるリスクとそれへの対応策について、
専門技術を踏まえた考えを示せ。

(４) 前問(1)～(3)を業務として遂行するに当たり、技術者としての倫理、社会の持続性の観点から必要
となる要件・留意点を述べよ。

作成日 2021.7.12
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅰ－2
評価 Ａ

部門 建設

専門科目 施工計画、施工管理

（ １ ） 災 害 が 激

甚 化 ・ 頻 発 化 す る 中 で 風 水 害 に よ る 被 害 を 防 止 又 は 軽

減 す る た め の 課 題 を 以 下 に 示 す 。

課 題 １ ： い か に 想 定 外 の 災 害 に 対 応 す る か

近 年 、 わ が 国 で は 時 間 雨 量 50 ㎜ を 超 え る 短 時 間 強 雨

の 発 生 件 数 が 増 加 し 、 総 雨 量 1000 ㎜ を 以 上 の 雨 も 記 録

さ れ て い る 。 雨 の 降 り 方 が 激 甚 化 ・ 局 地 化 ・ 集 中 化 し

て い る 。 河 川 や ダ ム 、 砂 防 堰 堤 は 想 定 雨 量 を 元 に 計 画

さ れ て い る の で 想 定 雨 量 を 超 え る 雨 に は 対 応 で き な い 。

技 術 面 の 観 点 か ら 、 い か に 想 定 外 の 災 害 に 対 応 す る か

が 課 題 で あ る 。

■課題がいずれも難題の説明に終始しているようなので、もう少し解決可能な

取り組み方針を示した方がよいでしょう。

課 題 ２ ： い か に 日 頃 か ら 維 持 管 理 す る か

わ が 国 の 主 要 イ ン フ ラ は 高 度 経 済 成 長 期 に 造 ら れ た

物 が 多 く 、 老 朽 化 が 進 ん で い る 。 そ れ ら を 全 て 補 修 し

維 持 管 理 す る に は 、 時 間 と 労 力 が か か り す ぎ る 。 し か

し 、 維 持 管 理 業 務 に 時 間 と 労 力 を 費 や す 財 源 に は 限 り

が あ る 。 仕 組 み 面 の 観 点 か ら 、 い か に 日 頃 か ら 維 持 管

理 す る か が 課 題 で あ る 。

課 題 ３ ： い か に 省 力 化 す る か

少 子 高 齢 化 社 会 を 迎 え 、 若 者 の 「 理 科 離 れ 」 や 建 設

業 の 悪 い イ メ ー ジ の 影 響 で 建 設 業 で は 働 き 手 の 数 が 減

少 し て い る 。 ま た 、 熟 練 工 や ベ テ ラ ン 技 術 者 の 退 職 で

経 験 者 の 数 も 減 少 し て い る 。 社 会 で は 「 働 き 方 改 革 」
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と し て 、 ひ と り ひ と り の 就 業 時 間 の 短 縮 を 求 め ら れ て

い る 。 し か し 、 近 年 の よ う な 激 甚 化 し た 風 災 害 に も 対

応 し な け れ ば な ら な い 。 以 前 よ り も 少 な い 人 数 で 若 手

技 術 者 の み で 業 務 を 行 う 必 要 が あ る 。 人 材 能 力 面 の 観

点 か ら 、 い か に 省 力 化 す る か が 課 題 で あ る 。

■ 省 力 化 は 一 応 は Ｏ Ｋ で す が 、 今 日 社 会 人 の 常 識 で も

あ り ま す の で 、 技 術 士 と し て は 何 ら か の 技 術 方 針 を 示

す よ う に 。

（ ２ ） 上 記 に 示 し た 課 題 の う ち 、 課 題 １ の 「 い か に 想

定 外 の 災 害 に 対 応 す る か 」 は 喫 緊 の 課 題 で あ り 、 最 も

重 要 な 課 題 と し て 解 決 策 を 以 下 に 述 べ る 。

解 決 策 １ ： 住 民 の 意 識 改 革

現 状 以 上 に ハ ザ ー ド マ ッ プ を 活 用 し 、 住 民 の 意 識 を

変 え る こ と が 重 要 で あ る 。 風 水 害 を 想 定 し た 市 町 村 規

模 で の 避 難 訓 練 を 実 施 す る こ と が 効 果 的 で あ る 。 ま た 、

「 緊 急 地 震 速 報 ア ラ ー ト 」 や 「 J ア ラ ー ト 」 を 活 用 し

て 避 難 経 路 や 避 難 場 所 を 住 民 の 携 帯 電 話 な ど に 直 接 、

通 知 で き る よ う に す る こ と で 正 し い 情 報 を 周 知 で き る

と 考 え る 。

解 決 策 ２ ： 大 雨 ・ 洪 水 の 対 策 （ 流 域 治 水 対 策 ）

近 年 、 水 害 が 頻 発 し て い る こ と を 考 え る と 「 施 設 の

能 力 に は 限 り が あ り 、 施 設 で は 防 ぎ き れ な い 災 害 は 必

ず 発 生 す る も の 」 へ と 考 え 方 を 変 え る 必 要 が あ る 。 水

害 を 未 然 に 防 ぐ 予 防 保 全 対 策 （ 堤 坊 ・ 遊 水 池 整 備 、 河

道 掘 削 、 侵 食 ・ 洗 堀 対 策 、 漏 水 ・ 浸 水 対 策 等 ） が 効 果
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的 で あ る 。

解 決 策 ３ ： ラ イ フ ラ イ ン の 確 保

風 水 害 に は 企 業 や 地 方 公 共 団 体 な ど が ソ フ ト 対 策 に

重 点 を 置 き 対 応 す る 必 要 が あ る 。 防 災 関 係 機 関 ・ 公 益

事 業 者 等 の 事 業 継 続 計 画 （ Ｂ Ｃ Ｐ ） の 策 定 、 氾 濫 水 の

排 除 、 氾 濫 水 の 制 御 な ど 企 業 の 防 災 意 識 の 向 上 が 効 果

的 で あ る 。 ま た 、 氾 濫 し て も 甚 大 な 被 害 に な ら な い よ

う な 「 粘 り 強 い 施 設 整 備 」 が 重 要 で あ る 。

（ ３ ） 上 記 で 示 し た 解 決 策 を 実 行 し て も 生 じ る リ ス ク

と 、 そ れ へ の 対 応 策 に つ い て 以 下 に 示 す 。

リ ス ク ： ハ ー ド 整 備 に よ り 変 化 す る ハ ザ ー ド

古 い ハ ザ ー ド マ ッ プ で 安 全 な 場 所 で あ っ て も 、 災 害

対 策 工 事 に よ っ て 隣 の 堤 坊 を 整 備 し た こ と に よ っ て 、

そ の 場 所 で 被 災 し て し ま う こ と が 考 え ら れ る 。

対 応 策 ： リ ア ル タ イ ム な ハ ザ ー ド マ ッ プ を 周 知

災 害 対 策 工 事 と し て 堤 坊 を 整 備 し な が ら リ ア ル タ イ

ム に ハ ザ ー ド マ ッ プ を 更 新 し 周 知 す る 。 さ ら に 、 新 し

い ハ ザ ー ド マ ッ プ を 用 い て 避 難 訓 練 を 実 施 す る と 効 果

的 で あ る 。 ま た 住 民 ひ と り ひ と り が マ イ タ イ ム ラ イ ン

を 作 成 し 準 備 す る こ と が 重 要 で あ る 。

（ ４ ） 上 記 の 業 務 を 遂 行 す る に 当 た り 、 必 要 と な る 要

件 と 留 意 点 を 以 下 に 述 べ る 。

要 件 ： エ ン ド ユ ー ザ ー の 安 全 ・ 安 心 の 確 保

建 設 業 は 公 共 性 が 高 い の で 、 常 に エ ン ド ユ ー ザ ー の

安 全 ・ 安 心 を 確 保 し 、 維 持 し な け れ ば な ら な い 。
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つ ま り 公 益 性 を 高 め る こ と 。 で は そ の た め に 「 私 」 は

何 を し ま す か 。 答 え の 意 味 を 誤 解 さ れ て い る よ う で す 。

公 益 性 を 高 め る 独 創 的 な 提 案 ・ ・ そ れ が 求 め ら れ て い

る 要 件 で す 。

留 意 点 ： 安 全 ・ 安 心 の 維 持

「 造 っ て 終 わ り 」 で は 無 く 、 安 全 に 長 期 間 維 持 で き

る よ う に 留 意 す る 。 以 上 。

■ こ れ は 施 設 の 持 続 性 で す 。 そ う で は な く 社 会 の 持 続

性 と は い わ ゆ る Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の こ と で す 。
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建設工事において使用される足場(つり足場を除く)の倒壊
を防止するため、施工計画及び工事現場管理それぞれにおい

て留意すべき事項を説明せよ。

作成日 2021.7.12
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅱ－1－3
評価 Ｂ ⅡⅢ総合でＡ

部門 建設

専門科目 施工計画、施工管理

施 工 計 画

建 設 工 事 に お い て 仮 設 足 場 を 設 置 す る 際 に は 事 前 に

施 工 図 や 組 立 図 を 作 成 す る 。

■あまり当然すぎることは答案に不向きです。技術的な検討を要することに絞

った方がよいでしょう

そ こ で 網 や シ ー ト を 考 慮 し て 風 荷 重 を 計 算 し 「 壁 つ な

ぎ 」 の 数 を 計 画 す る 。

た だ し 、 足 場 を 設 置 す る 地 域 の 風 荷 重 を 計 算 す る よ う

に 留 意 す る 。 新 設 す る 構 造 物 に 関 し て 壁 つ な ぎ を 設 置

で き な い 場 合 は 地 面 か ら の 控 え を 設 置 す る 。 ま た 、 全

て の 足 場 を 1 度 に 設 置 す る の で は な く 、 安 全 な 高 さ で

組 み 立 て を 中 止 す る 。 構 築 が 進 ん で 壁 つ な ぎ を 設 置 で

き る よ う に な っ て か ら 残 り の 足 場 を 組 み 立 て る よ う に

す る 。

工 事 現 場 管 理

仮 設 足 場 を 用 い て 作 業 す る 技 能 者 が 作 業 に 影 響 が 出

る の で 足 場 の 一 部 を 撤 去 し て し ま う こ と が 考 え ら れ る 。

撤 去 し た 一 部 を 元 に 戻 さ な い 影 響 で 倒 壊 に つ な が る 危

険 性 が あ る 。 そ こ で 、 足 場 の 一 部 を 撤 去 し た 場 合 に は

早 期 に 必 ず 復 旧 す る よ う に 周 知 ・ 教 育 す る 。

■ や や 好 ま し く な い 利 用 の 仕 方 で す 。 効 果 的 、 安 全 性

を 高 め る 方 法 に つ い て 述 べ る よ う に し て く だ さ い 。

ま た 、 仮 設 足 場 の 使 用 前 に は 必 ず 点 検 し て か ら 使 用

す る よ う に す る 。 大 雨 ・ 大 雪 ・ 地 震 時 の 後 に は 必 ず 点

検 を 実 施 し て 作 業 を 開 始 す る 。 点 検 時 に は 、 壁 つ な ぎ 、
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根 が ら み 、 ジ ャ ッ キ ベ ー ス の 状 態 を 注 視 す る 。
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住宅が密集する市街地において鉄道新設建設(高架構造、下図参照)が行われており、このうち延長
500mの工区の下部工工事(主に20m間隔で橋脚を設置、1基当たりの基礎と橋脚の合計体積は約310m3、
杭の体積は約210m3)を実施することとなった。なお、この工区に接している公道は、工区の両端で交差
している市道(計2本)のみである。また、鉄道用地の両側には、工事で使用可能な用地(幅員約4m、開業
後道路として使用予定)が併設して確保されている。以上を踏まえて、本工事受注者の担当責任者として
以下の内容について記述せよ。

(1)効率的な施工をするために検討すべき事項(関係者との調整事項は除く)のうち、本工事の特性を踏ま
えて重要と思われるものを3つ挙げ、その内容について説明せよ。
(2)本工事において、責任者として工程管理をどのように行うのか、留意点を含めて述べよ。
(3)関係者との調整により決定される本工事での施工条件を1つ挙げ、調整方針及び調整方策について述
べよ。

作成日 2021.7.12
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅱ－2－2
評価 Ｂ ⅡⅢ総合でＡ

部門 建設

専門科目 施工計画、施工管理

（ １ ） 本 工 事 を 効 率 的 な 施 工 と す る た め に 検 討 す べ き

事 項 を 以 下 に 説 明 す る 。

検 討 事 項 １ ： 地 下 埋 設 物 の 検 討

本 工 事 の 橋 脚 は 場 所 打 ち 杭 を 打 設 す る 必 要 が あ る の

で 掘 削 工 事 や 基 礎 部 の 土 留 め 工 事 が 考 え ら れ る 。 地 盤

を 掘 削 す る た め 、 埋 設 物 の 調 査 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。

発 注 者 や 近 隣 の 道 路 管 理 者 や 用 地 管 理 者 を 調 査 し 埋 設

物 の 位 置 や 高 さ を 確 認 す る 。

■ こ の ↑ 提 案 は 技 術 的 な 話 で は な い の で あ ま り お 勧 め

で き ま せ ん

検 討 事 項 ２ ： コ ン ク リ ー ト 工 場 の 出 荷 可 能 量 と 距 離

当 該 橋 脚 は 非 常 に 多 く の コ ン ク リ ー ト が 必 要 と な る

の で コ ン ク リ ー ト の 出 荷 可 能 量 が 重 要 で あ る 。 打 設 予

定 位 置 と コ ン ク リ ー ト 工 場 の 距 離 や 工 場 の コ ン ク リ ー

ト 出 荷 可 能 量 、 ア ジ テ ー タ ー 車 の 台 数 な ど 円 滑 に コ ン

ク リ ー ト を 打 設 で き る か 検 討 す る 。

■ こ の 現 場 で は ど う な の か 。 添 付 図 か ら も う 少 し 具 体

的 に 考 え る よ う に 。

検 討 事 項 ３ ： 家 屋 調 査 と 周 辺 環 境

住 宅 が 密 集 す る 市 街 地 で 工 事 を 行 う た め 工 事 着 手 前

に 周 辺 の 住 宅 や 病 院 、 工 場 な ど の 破 損 状 態 を 調 査 す る 。

ま た 、 近 接 す る 住 居 へ 騒 音 や 振 動 の 影 響 が 少 な い よ う

に 工 事 用 車 両 の 出 入 口 ゲ ー ト の 位 置 を 検 討 す る 。

（ ２ ） 本 工 事 に お い て 工 程 管 理 を 行 う 留 意 点 を 以 下 に

述 べ る 。
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調 査 事 項

場 内 に 埋 設 物 が あ る 場 合 に は 試 掘 し 位 置 と 高 さ を 確

認 す る 。 実 際 に 試 掘 す る 際 に は 発 注 者 や 埋 設 物 管 理 者

に 立 ち 会 っ て も ら い 確 認 し て も ら う と 良 い 。

計 画 事 項

本 工 事 は 延 長 約 500m の 間 に 20 ｍ 間 隔 で 橋 脚 を 設 置 す

る の で 、 約 20 基 の 橋 脚 の 構 築 が 必 要 と 考 え ら れ る 。 橋

脚 の 施 工 順 序 を 誤 れ ば 非 常 に 効 率 が 悪 く な っ て し ま う

た め 、 施 工 順 序 に 留 意 す る 。

■ で は ど う す べ き で す か 。 具 体 的 手 順 を 示 す よ う に 。

留 意 点 と は 、 効 果 的 に 解 決 が 評 価 さ れ ま す 。 で き そ う

な 見 込 み 感 が 得 ら れ な い と コ ン ピ テ ン シ ー が 高 ま り ま

せ ん 。 下 も 同 じ で す 。

施 工 時

検 討 ・ 計 画 し た 内 容 を 元 に 周 辺 環 境 を 考 慮 し て 手 順

通 り に 慎 重 に 作 業 を す す め る 。 1 回 の コ ン ク リ ー ト 打

設 量 を 多 く し た い が コ ン ク リ ー ト 工 場 の 最 大 出 荷 量 や

想 定 打 設 終 了 時 間 を 考 慮 し て 打 設 リ フ ト を 設 定 す る 。

工 程 管 理 は 施 工 時 よ り も 調 査 や 計 画 を 十 分 に 進 め る

こ と が 重 要 で あ る と 考 え る 。

（ ３ ） 関 係 者 と の 調 整 に よ り 決 定 さ れ る 施 工 条 件 と 調

整 方 針 及 び 調 整 方 策 に つ い て 以 下 に 述 べ る 。

発 注 者 と の 調 整

発 注 者 よ り 工 期 短 縮 を 求 め ら れ る こ と が 考 え ら れ

る 。 早 期 に 本 工 事 全 域 を 着 手 し 、 早 期 に 完 了 す る 方 針
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で 調 整 す る 。 し か し 、 工 事 の 着 手 時 期 や 範 囲 、 上 部 工

工 事 業 者 へ の 引 き 渡 し 時 期 な ど が 不 明 確 で あ る と 難 し

く な る 。

調 整 方 策 と し て は Ｃ Ｉ Ｍ を 用 い て ３ Ｄ モ デ ル 化 し

調 整 す る こ と で お 互 い の 理 解 が 深 ま り 早 期 に 解 決 す る

こ と が 考 え ら れ る 。 ま た 、 近 隣 住 民 へ の 説 明 に も 用 い

る こ と で イ メ ー ジ し や す く ス ム ー ズ に 工 事 を 進 め る こ

と が で き る と 考 え ら れ る 。 以 上 。

■ 実 際 に こ の よ う な こ と を ご 経 験 さ れ た こ と は あ り ま

す か 。 住 民 は 3D で 見 た 目 に わ か り や す い か ら と 言 っ て 、

合 意 し て く れ る と は 思 え ま せ ん 。 現 実 感 が な い と 説 得

力 に 欠 け ま す 。 そ の よ う な 建 設 環 境 問 題 に 発 散 す る の

で は な く 、 問 題 文 は 「 関 係 者 と の 調 整 に よ り 決 定 さ れ

る 本 工 事 で の 施 工 条 件 」 で す か ら 現 場 内 の 本 質 的 な 改

善 、 効 率 化 を 追 求 し て く だ さ い 。
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働き方改革関連法による改正労働基準法(平成31年4月施行)に基づき、令和6年4月から建設業に時間外労働
の罰則付き上限規制が適用されることとなった。また、公共工事においては週休二日対象工事の発注が拡大

している。

建設業が引き続き、社会資本の整備・維持管理、災害対応、都市・地域開発、住宅建設・リフォーム等を

支える役割を十分に果たしていくためには、建設業の働き方改革の取組を一層進めていく必要がある。

このような状況下において、週休二日が前提となった多工種工事を受注した。本工事の受注者（元請負人）

としての立場で、以下の問いに答えよ。

(1)本工事のすべての工事従事者の週休二日を実現するため、施工計画を策定する際に検討すべき課題を、多
面的な観点から3つ抽出し、それぞれの観点を明記したうえで、課題の内容を示せ。
(2)前問(1)で抽出した課題のうち最も重要と考える課題を１つ挙げ、その課題に対する複数の解決策を示せ。
(3)前問(2)で示した解決策を実行しても新たに生じる懸念事項とそれへの対策について、専門技術を踏まえた
考えを示せ。

作成日 2021.7.12
課題年 2021/R3
問題番号 Ⅲ－1
評価 Ａ

部門 建設

専門科目 施工計画、

施工管理

（ １ ） 本 工 事 の 工 事 従 事 者 の 週 休 二 日 を 実 現 す る た め 、

検 討 す べ き 課 題 を 以 下 に 示 す 。

課 題 １ ： い か に 週 休 二 日 と 品 質 確 保 を 両 立 す る か

近 年 、 社 会 で は 「 働 き 方 改 革 」 や 「 生 産 性 向 上 」 を

目 指 す 目 的 で 業 務 を 効 率 化 す る 機 械 や ソ フ ト な ど の 技

術 が 流 通 し て い る 。 そ れ ら の 機 械 や ソ フ ト は 業 務 を 効

率 化 す る 半 面 、 効 率 性 を 追 求 す る あ ま り 、 構 築 す る 構

造 物 の 品 質 低 下 に つ な が る 危 険 性 が あ る 。 技 術 面 の 観

点 か ら 、 い か に 週 休 二 日 と 品 質 確 保 を 両 立 す る か が 課

題 で あ る 。

解 決 困 難 な ト レ ー ド オ フ を 示 す と い う よ う な 着 目 点 の

鋭 さ は 評 価 さ れ ま す 。 し か し 、 そ れ だ け で な く 、 ど う

解 決 す る か 、 Ⅲ で は 建 設 施 工 技 術 で の 解 決 方 針 を 示 す

よ う に し て く だ さ い 。

課 題 ２ ： い か に 週 休 二 日 と 安 全 確 保 を 両 立 す る か

少 子 高 齢 化 社 会 を 迎 え 、 若 者 の 「 理 科 離 れ 」 な ど の

影 響 で 働 き 手 の 数 が 減 少 し て い る 。 ま た 、 熟 練 工 や ベ

テ ラ ン 技 術 者 の 退 職 で 経 験 者 の 数 も 減 少 し て い る 。 慣

れ な い 若 手 技 術 者 だ け で は 危 険 箇 所 に 気 付 き に く い 。

少 な い 人 数 と 日 数 で 引 き 続 き 社 会 資 本 の 整 備 ・ 維 持 管

理 、 災 害 対 応 、 都 市 ・ 地 域 開 発 を 進 め て い く 必 要 が あ

る 。 人 材 能 力 面 の 観 点 か ら 、 い か に 週 休 二 日 と 安 全 確

保 を 両 立 す る か が 課 題 で あ る 。

一 般 的 に は 、 解 決 策 の 無 い 、 解 け な い 問 題 で す 。 そ れ
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を ど う す る か ま で 言 及 す る よ う に 。

課 題 ３ ： い か に 週 休 二 日 と 原 価 低 減 を 両 立 す る か

業 務 を 効 率 化 す る ICT 建 機 や UAV 、 ソ フ ト な ど の う

ち 、 一 般 的 に な っ た も の は 低 廉 化 し て き た が 、 依 然 と

し て 高 価 で あ る 。 そ れ ら を 予 算 に 見 込 ま れ て い な い 状

況 で 導 入 す る と 工 事 原 価 に 大 き な 影 響 を 与 え る 。

ま た 、 新 し い 技 術 の 開 発 費 用 を 工 事 原 価 で 、 ま か な

う こ と は 難 し い 。 新 技 術 の 開 発 は リ ス ク が 大 き い の で

着 手 し づ ら い 。 制 度 面 の 観 点 か ら 、 い か に 週 休 二 日 と

原 価 低 減 を 両 立 す る か が 課 題 で あ る 。

こ こ も 同 じ 。 問 題 に 気 づ く だ け で は 不 十 分 で す 。

（ ２ ） 上 記 に 示 し た 課 題 の う ち 、 課 題 １ の 「 い か に 週

休 二 日 と 品 質 確 保 を 両 立 す る か 」 は 喫 緊 の 課 題 で あ り 、

最 も 重 要 な 課 題 と し て 解 決 策 を 以 下 に 述 べ る 。

つ ま り 、 工 業 化 と か 生 産 性 の 向 上 で す

解 決 策 １ ： コ ン ク リ ー ト の プ レ キ ャ ス ト 化 ・ ユ ニ ッ ト

化

本 工 事 は 多 工 種 工 事 で あ る の で コ ン ク リ ー ト 構 築 工

事 が あ る と 考 え ら れ る 。 そ こ で 、 コ ン ク リ ー ト の プ レ

キ ャ ス ト 化 を 導 入 す る 。 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト は

工 場 で 製 作 す る の で 天 候 の 影 響 を 受 け ず 品 質 向 上 が 見

込 ま れ る 。 ま た 、 鉄 筋 の 機 械 式 定 着 や 機 械 継 手 を 採 用

す る こ と で 現 場 作 業 の 省 力 化 が 期 待 で き る 。 し か し 、

製 作 ・ 運 搬 ・ 納 入 時 に 破 損 さ せ な い よ う に 十 分 、 留 意

す る 必 要 が あ る 。
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解 決 策 ２ ： 情 報 化 施 工

ICT 土 工 か ら 始 ま っ た ICT 重 機 を 採 用 す る 。 マ シ ン

ガ イ ダ ン ス や マ シ ン コ ン ト ロ ー ル を 導 入 し 丁 張 や 測 量

の 業 務 を 短 縮 す る こ と が で き る 。 さ ら に 重 機 オ ペ レ ー

タ ー が 出 来 形 を 考 慮 し な が ら 作 業 す る の で 品 質 向 上 に

つ な が る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 情 報 化 施 工 に よ っ て デ

ー タ に 基 づ く 検 査 が 可 能 と な る た め 、 技 術 者 の 手 間 を

減 ら し つ つ 従 来 と 同 等 の 品 質 管 理 を 実 施 で き る と 考 え

る 。

解 決 策 ３ ： 国 土 交 通 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

地 理 情 報 や 土 質 ・ 地 質 情 報 の 管 理 は 地 方 自 治 体 や 企

業 、 団 体 な ど が 管 理 し て い て 、 さ ま ざ ま な 様 式 で あ る 。

2020 年 に 国 土 交 通 省 が 公 開 し た 「 国 土 交 通 プ ラ ッ ト フ

ォ ー ム 」 を 使 用 す る こ と で 、 施 工 計 画 の 時 点 で 本 工 事

の 地 理 情 報 、 土 質 ・ 地 質 情 報 を 得 る こ と が で き る 。 よ

っ て 、 現 地 で の 地 質 調 査 の 回 数 や 時 間 を 短 縮 す る こ と

が で き る と 考 え る 。 ま た 、 本 工 事 が 完 了 し た あ と も 工

事 で 知 り 得 た 情 報 や 地 質 デ ー タ を 共 有 す る こ と で 今 後

の 業 務 に 活 か す こ と が で き る と 考 え ら れ る 。

（ ３ ） 上 記 で 示 し た 解 決 策 を 実 行 し て も 新 た に 生 じ る

懸 念 事 項 と そ れ へ の 対 策 に つ い て 以 下 に 示 す 。

懸 念 事 項 ： 若 手 技 術 者 の 技 術 力 の 低 下

■ 比 較 的 わ か り や す い 、 一 般 的 事 項 と な っ て い ま す 。

こ こ は も う 少 し 、 技 術 士 と し て の 鋭 い 分 析 の 視 点 を 示

し た 方 が 良 い で し ょ う 。
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ICT 建 機 や 業 務 を 効 率 化 す る こ と で 若 手 技 術 者 の 技

術 力 の 低 下 が 考 え ら れ る 。

対 策 ： 資 格 ・ 教 育 制 度 の 充 実

新 し い 資 格 や 教 育 制 度 を 充 実 さ せ る 。 建 設 業 法 の 改

正 に よ り 「 監 理 技 術 者 補 佐 」 が 導 入 さ れ た が 、 監 理 技

術 者 を 補 佐 す る 1 級 技 士 補 に は 、 現 時 点 で 継 続 的 な 研

鑽 が 求 め ら れ て い な い 。 監 理 技 術 者 の 資 格 と 同 様 に 継

続 研 鑽 （ CPD ） 制 度 を 導 入 し 技 術 者 を 教 育 す る こ と が

有 効 で あ る と 考 え る 。 以 上 。
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Ⅰ-2 近年、災害が激甚化・頻発化し、特に、梅雨や台風時期の風水害（降雨、強風、高潮・波浪による災害）が毎年のように発生しており、全国各地の陸海

域で、土木施設、交通施設や住民の生活基盤に甚大な被害をもたらしている。こうした状況の下、国民の命と暮らし、経済活動を守るためには、これまで以上

に、新たな取組を加えた幅広い対策を行うことが急務となっている。

（１）災害が激甚化・頻発化する中で、風水害による被害を、新たな取組を加えた幅広い対策により防止又は軽減するために、技術者としての立場で多面的な

観点から3つ課題を抽出し、それぞれの観点を明記したうえで、課題の内容を示せ。
（２）前問（１）で抽出した課題のうち最も重要と考える課題を1つ挙げ、その課題に対する複数の解決策を示せ。
（３）前問（２）で示したすべての解決策を実行しても新たに生じうるリスクとそれへの対応策について、専門技術を踏まえた考えを示せ。

（４）前問（１）～（３）を業務として遂行するに当たり、技術者としての倫理、社会の持続性の観点から必要となる要件・留意点を述べよ。

作成日 2021.11.2
課題年 2021
問題番号 Ⅰ－2
評価 Ａ

部門 建設

専門科目 施工計画、

施工設備及び積算

専門事項 積算

１ 、 多 面 的 な 課 題

（ １ ） い か に 想 定 を 上 回 る 風 水 害 に 対 応 す る か

我 が 国 は 災 害 大 国 で あ り 、 毎 年 の よ う に 台 風 、 津 波 、

豪 雨 、 洪 水 な ど 、 風 水 害 に 被 災 し て い る 。 ま た 、 近 年

は 気 候 変 動 に よ る 風 水 害 な ど 想 定 を 上 回 る 外 力 に よ る

災 害 も 頻 発 し て お り 、 最 近 で は 線 状 降 水 帯 に よ る 土 砂

災 害 、 河 川 氾 濫 な ど の 被 災 も 多 い 。 技 術 面 の 観 点 か ら 、

い か に 想 定 を 上 回 る 風 水 害 に 対 応 す る か が 課 題 で あ る 。

（ ２ ） い か に 被 災 し な い 住 み 方 を す る か

土 砂 災 害 の 際 に 生 命 に 危 険 が 生 じ る 可 能 性 の 高 い レ

ッ ド ゾ ー ン 、 河 川 反 乱 の 際 に 浸 水 、 家 ご と 流 さ れ る な

ど の 被 害 を 受 け や す い 地 盤 の 低 い 密 集 地 で 暮 ら す 住 民

も 多 い 。 制 度 面 の 観 点 か ら 、 い か に 被 災 し な い 住 み 方

を す る か が 課 題 で あ る 。

（ ３ ） い か に 少 な い 人 材 で 対 応 す る か

我 が 国 は 少 子 高 齢 化 が 進 ん で お り 、 将 来 的 な 技 術 者

不 足 が 顕 著 で あ る 。 建 設 業 は 多 く の 人 が 関 わ る 典 型 的

な 労 働 集 約 型 産 業 で あ る 。 河 川 改 修 、 堤 防 強 化 な ど 、

修 繕 工 事 の 需 要 が あ っ て も 、 技 術 者 不 足 に よ り 施 工 で

き な い 現 場 が 発 生 し て い る 。 人 材 面 の 観 点 か ら 、 い か

に 少 な い 人 員 で 対 応 す る か が 課 題 で あ る 。

２ 、 最 も 重 要 な 課 題 、 解 決 策

（ １ ） 最 も 重 要 な 課 題

（ １ ） い か に 想 定 を 上 回 る 風 水 害 に 対 応 す る か が 最 も

重 要 な 課 題 と 考 え 、 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。
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２ 、 解 決 策

（ １ ） 甚 大 化 す る 風 水 害 へ の 対 策

① 流 域 治 水 対 策

河 川 管 理 者 だ け で な く 、 流 域 全 体 の あ ら ゆ る 関 係 者

と 協 力 し て 幅 広 い 治 水 対 策 を 行 う 。 砂 防 施 設 の 整 備 、

貯 留 、 堤 防 の 強 化 な ど を 推 進 す る 。

② 構 造 物 の 補 修 補 強 、 津 波 対 策

道 路 橋 示 方 書 に 沿 っ た 橋 梁 補 修 工 事 を 実 施 す る 。 ま

た 、 根 固 め ブ ロ ッ ク 設 置 、 堤 防 背 面 の 補 強 、 バ ッ ク ウ

ォ ー タ ー 対 策 な ど 、 粘 り 強 い 堤 防 の 構 築 を 推 進 す る 。

③ ネ ッ ト ワ ー ク 強 化

災 害 時 の 輸 送 ル ー ト 確 保 の た め 、 高 規 格 道 路 の 四 車

線 化 、 ミ ッ シ ン グ リ ン ク の 解 消 を 推 進 す る 。 ま た 、 直

轄 国 道 と 高 規 格 道 路 の ダ ブ ル ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 図 る 。

（ ２ ） 老 朽 化 す る イ ン フ ラ 対 策

① イ ン フ ラ メ ン テ ナ ン ス の 集 中 的 実 施

現 段 階 で 維 持 修 繕 が 遅 れ て い る 河 川 や ダ ム 、 定 期 点

検 で メ ン テ ナ ン ス の 必 要 が あ る と 判 断 さ れ た 橋 梁 、 ト

ン ネ ル な ど 、 集 中 的 に メ ン テ ナ ン ス 工 事 を 実 施 す る 。

② 戦 略 的 な 予 防 保 全 の 実 施

集 中 的 な メ ン テ ナ ン ス に よ り 、 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス

ト を 考 慮 し た 費 用 対 効 果 の 高 い 工 事 を 優 先 的 に 実 施 し 、

多 く の 維 持 管 理 、 修 繕 工 事 を 実 施 す る 。

③ 構 造 物 の 長 寿 命 化
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構 造 物 の 長 寿 命 化 計 画 を 立 案 し 、 安 心 安 全 な イ ン フ ラ

の 構 築 を 図 る 。

（ ３ ） デ ジ タ ル 化

① 国 土 強 靭 化 に 関 す る 施 策 の デ ジ タ ル 化

Ｉ Ｃ Ｔ 基 準 を 策 定 し 、 導 入 環 境 を 整 備 す る 。 防 災 ・

減 災 、 国 土 強 靭 化 な ど に 関 す る 建 設 生 産 シ ス テ ム 全 体

を デ ジ タ ル 化 す る 。 イ ン フ ラ Ｄ Ｘ 技 術 を 活 用 す る 。

② 災 害 情 報 の デ ジ タ ル 化

港 湾 に お い て 、 ド ロ ー ン 、 カ メ ラ 、 衛 星 な ど を 活 用

し た 被 災 情 報 の 把 握 を 行 う 。 ま た 、 気 象 情 報 、 防 災 情

報 、 被 災 情 報 な ど を 高 度 化 し 、 災 害 時 の 迅 速 な 復 旧 体

制 を 構 築 す る 。

３ 、 共 通 し て 生 じ う る リ ス ク 、 解 決 策

（ １ ） 共 通 し て 生 じ う る リ ス ク

ハ ー ド を 整 備 す る と ハ ザ ー ド が 移 り 変 わ る 可 能 性 が

あ る 。 こ れ ま で 使 用 し た ハ ザ ー ド マ ッ プ 、 タ イ ム ラ イ

ン 、 避 難 路 な ど が 使 用 で き な く な る リ ス ク が 生 じ る 。

（ ２ ） 解 決 策

ハ ー ド の 整 備 に 合 わ せ て 、 ソ フ ト も 都 度 見 直 し で き

る 体 制 の 構 築 が 解 決 策 と し て 考 え ら れ る 。

４ 、 業 務 を 遂 行 す る に 当 た り 必 要 と な る 要 件

技 術 者 と し て 、 常 に 公 益 を 最 優 先 に し て 取 組 み 、 構

築 し て 終 わ り で は な く 、 維 持 管 理 し 続 け な け れ ば な ら

な い 。 常 に 安 全 な 状 態 を 維 持 す る よ う に 考 え る こ と が

重 要 で あ る 。 以 上
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Ⅲ-1 働き方改革関連法による改正労働基準法（平成31年4月施行）に基づき、令和6年4月から建設業に時間外労働の罰則付き上限規制が適用されることとな
った。また、公共工事においては週休二日対象工事の発注が拡大されている。

建設業が引き続き、社会資本の整備・維持管理、災害対策、都市・地域開発、住宅建設・リフォーム等を支える役割を十分に果たしていくためには、建設業

の働き方改革の取組を一層進めていく必要がある。

このような状況下において、週休二日が前提となった多工種工事を受注した。本工事の受注者（元請負人）としての立場で、以下の問いに答えよ。

（１）本工事のすべての工事従事者の週休二日を実現するため、施工計画を策定する際に検討すべき課題を、多面的な観点から3つ抽出し、それぞれの観点を
明記したうえで、課題の内容を示せ。

（２）前問（１）で抽出した課題のうち最も重要と考える課題を１つ挙げ、その課題に対する複数の解決策を示せ。

（３）前問（２）で示した解決策を実行しても新たに生じる懸念事項とそれへの対応について、専門技術を踏まえた考えを示せ。

作成日 2021.11.2
課題年 2021
問題番号 Ⅰ－2
評価 Ａ

部門 建設

専門科目 施工計画、

施工設備及び積算

専門事項 積算

１ 、 多 面 的 な 課 題

（ １ ） い か に 働 き 方 改 革 を す る か

建 設 業 は ３ Ｋ （ き つ い 、 き た な い 、 危 険 ） の 印 象 が

あ り 、 就 業 先 と し て 魅 力 が 低 く 、 担 い 手 が 少 な い 。 週

休 二 日 を 実 現 す る に は 施 工 の 省 力 化 、 環 境 改 善 な ど が

必 要 で あ り 、 発 注 者 、 受 注 者 共 に 働 き 方 改 革 を 推 進 す

る 必 要 が あ る 。 技 術 面 の 観 点 か ら 、 い か に 働 き 方 改 革

す る か が 課 題 で あ る 。

（ ２ ） い か に 品 質 低 下 を 防 止 す る か

週 休 二 日 に よ り 稼 働 日 が 減 少 す る こ と で 、 結 果 的 に

工 期 が ひ っ 迫 し 、 品 質 低 下 に つ な が る 可 能 性 が あ る 。

工 期 ひ っ 迫 に よ る 焦 り か ら 、 判 断 ミ ス 、 チ ェ ッ ク ミ ス

が 生 じ 、 品 質 低 下 を 招 く 危 険 性 が あ る 。 品 質 面 の 観 点

か ら 、 い か に 品 質 低 下 を 防 ぐ か が 課 題 で あ る 。

（ ３ ） い か に 賃 金 を 確 保 す る か

東 日 本 大 震 災 以 降 、 公 共 事 業 労 務 費 単 価 は 上 昇 傾 向

に あ る が 、 元 請 企 業 と 下 請 企 業 の 賃 金 格 差 は 拡 大 し て

い る 。 給 与 体 系 が 日 払 い の 労 働 者 も 多 く 存 在 し 、 週 休

二 日 に す る こ と で 、 労 働 日 数 が 少 な く な り 、 賃 金 が 減

少 す る 。 建 設 業 は 人 手 不 足 で あ り 、 労 働 者 は 少 し で も

賃 金 の 高 い 現 場 を 優 先 す る 。 賃 金 が 確 保 で き な け れ ば 、

現 場 に 働 き 手 が 集 ま ら な く な り 、 施 工 計 画 自 体 の 見 通

し が 立 た な く な る 可 能 性 が あ る 。 賃 金 面 の 観 点 か ら 、

い か に 賃 金 を 確 保 す る か が 課 題 で あ る 。

２ 、 最 も 重 要 な 課 題 、 解 決 策
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（ １ ） 最 も 重 要 な 課 題

上 記 の 課 題 の 中 で 、 （ １ ） い か に 働 き 方 改 革 を す る

か 、 が 最 も 需 要 な 課 題 と 考 え 、 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。

（ ２ ） 解 決 策

１ ） Ｉ Ｃ Ｔ （ i-construction ） の 導 入

① Ｉ Ｃ Ｔ 工 事 の 導 入

Ｉ Ｃ Ｔ 基 準 を 整 備 し 、 将 来 的 に 地 方 自 治 体 ま で 展 開

す る 。 ま た 、 進 行 が 遅 れ て い る 橋 梁 、 地 盤 改 良 な ど 、

多 方 面 の 分 野 で の 導 入 を 推 進 す る 。

② Ｂ Ｉ Ｍ ／ Ｃ Ｉ Ｍ の 活 用

設 計 か ら 施 工 、 維 持 管 理 ま で 、 ３ Ｄ デ ー タ 化 を 推 進

し 、 建 設 生 産 管 理 シ ス テ ム 全 体 で 利 活 用 す る 。 ま た 、

Ｃ Ｉ Ｍ ガ イ ド ラ イ ン の 整 備 を 推 進 す る 。

③ プ レ キ ャ ス ト 化 の 推 進

大 型 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 （ ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト 、 Ｌ

型 擁 壁 な ど ） に お い て 、 現 場 打 ち よ り も 費 用 対 効 果 が

高 く 、 品 質 が 安 定 し て い る プ レ キ ャ ス ト 化 を 推 進 す る 。

２ ） 新 ・ 担 い 手 ３ 法

① 適 正 な 工 期 設 定

発 注 時 の 休 日 、 準 備 期 間 を 考 慮 し た 適 正 な 工 期 設 定 、

施 工 時 期 の 平 準 化 な ど 、 長 時 間 労 働 を 是 正 し 、 労 働 環

境 の 改 善 を 図 る 。

② 適 正 な 契 約

受 注 者 に 対 し て 、 適 正 な 工 期 、 金 額 で の 下 請 契 約 の

締 結 を 図 る 。 下 請 け 企 業 の 適 正 な 利 益 の 確 保 を 図 る 。
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③ 現 場 の 処 遇 改 善

建 設 業 の 許 可 要 件 に 社 会 保 険 加 入 を 追 加 、 下 請 企 業

の 労 務 費 相 当 額 は 現 金 払 い と す る な ど 処 遇 改 善 を 図 る 。

３ ） 新 ３ K に 向 け た 取 組 み

① 「 労 務 費 見 積 尊 重 宣 言 」 促 進 モ デ ル 工 事 の 実 施

下 請 け の 労 務 費 見 積 を 尊 重 す る 企 業 に 対 し て 、 総 合

評 価 、 成 績 評 点 な ど を 有 利 に す る 体 制 を 構 築 す る 。

② Ｃ Ｃ Ｕ Ｓ 義 務 化 モ デ ル 工 事

Ｗ Ｔ Ｏ 工 事 を 含 む 一 般 土 木 工 事 に お い て 、 Ｃ Ｃ Ｕ Ｓ

活 用 の 目 標 と 達 成 状 況 に 応 じ て 評 点 を 加 減 点 す る モ デ

ル 工 事 を 発 注 す る 。

③ 誇 り 、 や り が い 、 魅 力 の 醸 成

建 設 業 は 社 会 資 本 の 担 い 手 、 地 域 の 守 り 手 と し て 役

目 を 果 た し て い る 。 建 設 業 に 対 し て の リ ブ ラ ン デ ィ ン

グ の 提 言 を 推 進 す る 。

３ 、 懸 念 事 項 と 対 策

（ １ ） 懸 念 事 項

施 工 プ ロ セ ス の 省 力 化 に よ り 、 こ れ ま で 当 た り 前 だ

っ た 施 工 工 程 が ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス 化 さ れ 、 若 手 技 術 者

の 技 術 力 が 低 下 す る と い っ た 懸 念 事 項 が 生 じ る 。

（ ２ ） リ ス ク 対 策

研 修 会 、 資 格 制 度 、 Ｃ Ｃ Ｕ Ｓ の 活 用 、 Ｏ Ｊ Ｔ だ け で

な く 、 Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ も 実 施 す る な ど 、 技 術 力 の 維 持 ・

向 上 に 向 け た 取 り 組 み が 対 策 と し て 考 え ら れ る 。 以 上


